
東
日
本
大
震
災
等
を
教
訓
に
、

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
が
必
要

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安

心
・
安
全
な
水
を
安
定
的
に
お
届

け
す
る
た
め
、
計
画
的
に
施
設
の

更
新
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
は
皆
さ
ま
の
水
道
料

金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

～
第

回
水
道
週
間
標
語
～

59

『
あ
た
り
ま
え

そ
ん
な
み
ず
こ

そ

た
か
ら
も
の
』

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
水
道
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1（
内
線
2
5
4
）

76
歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６
月
４

日
～

日
、
ス
ロ
ー
ガ
ン：

「
お
い

１０

し
い
」
と
「
元
気
」
を
支
え
る
丈
夫
な

歯
）
に
ち
な
ん
で
、
美
幌
歯
科
医
師

会
が
歯
科
無
料
相
談
、
講
演
会
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日

程

６
月
３
日（
土
）

場

所

し
ゃ
き
っ
と
プ
ラ
ザ
２
階

（
美
幌
町
東
３
条
北
２
丁
目
）

無
料
歯
科
相
談
＆
無
料
フ
ッ
素
塗
布

正
午
～
午
後
３
時

※
先
着
１
０
０
名
様
に
参
加
賞

※
フ
ッ
素
塗
布
は
小
学
生
以
下

が
対
象

お
口
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

午
後
１
時
～
午
後
２
時

分
30

テ
ー
マ
「
住
み
慣
れ
た
町
で
元
気

に
生
き
る
～
健
康
寿
命
と
健
口

寿
命
を
考
え
る
～
」

講
師

池
田
哲
氏

（
池
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

ま
た
、
６
月
３
日
～
９
日
は
、

し
ゃ
き
っ
と
プ
ラ
ザ
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
て
小
学
生
歯
の
ポ
ス
タ
ー
展

示
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

池
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯

室
３
３
８
８

72
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
読
書
推
進
の
た
め
に
、
４
と
６

の
つ
く
日
を
４
６
（
よ
む
）
日
と
す
る

取
組
み
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。つ

き
ま
し
て
は
、
家
庭
で
は
活
字

に
親
し
む
時
間
を
つ
く
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
、
中
央
公
民
館

図
書
室
の
蔵
書
の
う
ち
、
コ
ミ
ッ
ク

（
漫
画
）
に
つ
い
て
は
室
内
閲
覧
の
み

と
し
、
貸
し
出
し
は
行
わ
な
い
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

全
利
用
者
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
上
記
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
図
書
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
7
1
3

76
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

高
卒
見
込
み

の
者
及
び
高
卒
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者

申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（１）６
月

日
（
月
）
～

19

６
月

日
（
水
）

28
郵
送
又
は
持
参

（２）６
月

日
（
月
）
～

19

６
月

日
（
水
）

21

第
1
次
試
験

９
月
３
日
（
日
）

第
2
次
試
験

月

日（
水
）～

月

日（
金
）

10

11

１０

20

の
う
ち
指
定
す
る
日

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署
総
務
課

緯
０
１
５
２
室

室
２
１
８
１

43

網
走
川
流
域
の
会
主
催
の
「
網

走
川
流
域
一
斉
清
掃
事
業
」
が
、

1
市
３
町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

網
走
川
流
域
の
持
つ
す
ば
ら
し

い
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

流
域
環
境
の
意
識
の
醸
成
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
致
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

日

時
６
月

日（
日
）

18

午
前
９
時
～

時（
小
雨
決
行
）

１１

集

合

場

所

西
達
美
・
弁
慶
岩
付

近（
の
ぼ
り
の
目
印
が
あ
り
ま
す
）

内

容

網
走
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ

拾
い

持
ち
物

作
業
し
や
す
い
服
装

（
長
靴
、
軍
手
）

参
加
申
込

６
月

日
（
火
）
ま

13

で
に
電
話
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

・
J
A
つ
べ
つ
営
農
部

緯

室
３
３
２
２

76
公
共
牧
場
の
入
牧
が
、
５
月
22

日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

２
か
所
の
牧
場
で
、
乳
牛
・
肉
牛
を

合
わ
せ
て
約
１
７
０
頭
が
入
牧
し
、

月
の
下
牧
ま
で
元
気
に
牧
草
を

10食
べ
、
大
き
く
な
っ
て
各
農
家
へ
帰
る

予
定
で
す
。

毎
年
、
牧
場
内
に
山
菜
採
り
な

ど
を
目
的
と
し
て
無
許
可
で
入
る
方

が
多
く
、
故
意
に
よ
る
牧
柵
の
破
損

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
牧
場
内
は

「
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
牧
道
に
車
な
ど
を
止
め
る

こ
と
も
牧
場
管
理
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
無
く
牧
場
内
へ
の
出

入
り
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
６
３
）

76

夏
休
み
期
間
限
定
で
「
津
別
町

公
設
民
営
塾
」
を
開
設
し
、
無
料

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

自
立
学
習
の
た
め
の
個
別
指
導

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
映
像

指
導
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た

授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
１
学
期

の
復
習
や
２
学
期
の
予
習
、
ま
た
、

進
学
の
た
め
の
勉
強
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

対

象

津
別
高
校
生
と
津
別
町

在
住
の
高
校
生
限
定

期

間

７
月

日（
火
）～

２５

８
月

日（
木
）

１７

会

場

津
別
町
議
会
議
事
堂

内

容

予
約
制
。
数
学
・
英
語

の
２
科
目
＋
好
き
な
１
科
目
の

３
科
目
個
別
指
導
と
５
科
目

（
国
・
数
・
英
・
社
・
理
）の
映
像
指

導
。授
業
料
・
教
材
費
全
て
無
料
。

主

催

津
別
町

受
託
事
業
者

株
式
会
社
B
i
r
t
h
47

※
詳
細
（
申
込
期
間
等
）
は
、
後
日

配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
・
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
７
０
）

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

《不法就労・不法滞在防止のための理解と協力の確保》

忍び寄る犯罪組織の国際化、あなたの目が街を守る

近年の来日外国人犯罪は、単発的な犯罪が目立っ

た平成初期の状況とは異なり、その組織化や地方へ

の拡散化、さらには日本国内に止まらず、あらゆる

国や地域に及ぶといった「犯罪のグローバル化」と

いう大きな質的変化が進んでおります。

在留資格を不正に取得することを目的とした偽

装結婚事案等、依然として多数の不法滞在者が存在

し、その多くは不法就労をしているとみられます。

美幌と津別でこのような犯罪をなくすためには、

町民の皆さんのご協力が欠かせません。

どんなにささいなことでもかまいません。「おか

しいな？」と思ったら、警察に通報してください。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

入
牧
開
始

牧
場
か
ら
の
お
願
い

高
校
生
を
対
象
と
し
た
夏
期

無
料
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

先
日

日
、
小
学
生
を
対
象
に

10

し
た
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
警
察
の
駐
在
所
長
が
講
師

と
し
て
招
か
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

路
上
で
、
安
全
な
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
の

交
通
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
と
不
正
改
造
防
止

推
進
協
議
会
は
、
６
月
１
日
（
木
）

か
ら
６
月

日
（
金
）
ま
で
の
一

30

カ
月
間
を
強
化
月
間
と
し
て
「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を

全
国
的
に
展
開
し
ま
す
。

自
動
車
に
は
安
全
で
快
適
な
運

行
の
た
め
、
公
道
を
走
る
車
両
を

規
定
す
る
、「
道
路
運
送
車
両
の
保

安
基
準
」
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
保

安
基
準
に
適
合
し
な
い
改
造
そ
の

も
の
が
犯
罪
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。所

有
し
て
い
る
車
両
が
マ
フ

ラ
ー
の
切
断
・
取
外
し
、
タ
イ
ヤ
及

び
ホ
イ
ー
ル
の
車
体
（
フ
ェ
ン

ダ
ー
）
外
へ
の
は
み
出
し
等
の
不

正
改
造
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、

再
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
期
間
で
す

住民企画課

住民環境

グループ

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

パ
ソ
コ
ン
で
動
画
を
見
て
い
た

ら
突
然
、
警
告
音
が
鳴
り
止
ら
な
く

な
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
画
面

に
あ
る
連
絡
先
に
電
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
１
万
円
を
払
え
ば
音
を

消
し
て
く
れ
る
と
言
わ
れ
、
仕

方
な
く
お
願
い
し
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番
号
を
教
え
た
。
相
手

の
指
示
に
従
い
パ
ソ
コ
ン
操
作

後
、
遠
隔
操
作
に
よ
り
警
告
音

と
画
面
は
消
え
た
が
不
審
だ
。

警
告
音
や
警
告
表
示
は
、
消
費
者

の
不
安
を
あ
お
り
、
画
面
上
の
電
話

番
号
に
連
絡
さ
せ
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
等
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ

料
金
を
請
求
す
る
手
口
で
す
。
音

や
画
面
表
示
が
出
て
も
慌
て
ず
落

ち
着
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
画
面

上
に
表
示
さ
れ
た
連
絡
先
に
電
話

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
独
立

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
I

P
A
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
注

意
喚
起
や
対
処
法
等
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

パ
ソ
コ
ン
使
用
中
の
警
告
音
に
注
意
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

QA

『
歯
と
口
の
健
康
週
間
』
歯
科

無
料
相
談
、
講
演
会
を
実
施

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す

『
網
走
川
流
域
一
斉
清
掃
事

業
』の
ご
協
力
に
つ
い
て

中
央
公
民
館
図
書
室
の
コ

ミ
ッ
ク
は
室
内
閲
覧
の
み
に

税
務
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

５
月

日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

22

と
し
て
北
見
市
か
ら
奈
良
真
紀
子
さ
ん

が
着
任
し
、
佐
藤
町
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
さ
ん
は
旅
行
業
に
携
わ
っ
て
い

た
経
験
を
活
か
し
、
上
里
地
区
の
観
光

活
性
化
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の

こ
だ
ま
で
活
動
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
奈
良
さ
ん
に
辞
令
交
付

※
「

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地
方
へ

移
住
し
、
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業

す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▲町長から辞令を交付される奈良さん


